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乳
牛
の
体
型
の
美
し
さ
を
競
う
、

第
四
十
六
回
Ｊ
Ａ
計
根
別
乳
牛
共
進

会
を
六
月
六
日
、
農
協
共
進
会
場
で

開
き
ま
し
た
。 

　
開
会
式
で
纐
纈
組
合
長
は
「
多
く

の
出
品
を
頂
き
、
出
品
者
皆
さ
ん
の

乳
牛
改
良
へ
の
熱
意
に
頭
が
下
が
る

思
い
。
今
後
も
こ
の
勢
い
を
継
続
し
て
、

計
根
別
酪
農
の
発
展
に
つ
な
げ
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
十
一
部
門
に
百
九
頭
が
出
品
さ
れ
、

家
畜
改
良
事
業
団
十
勝
種
雄
牛
セ
ン

タ
ー
の
福
屋
茂
生
氏
が
審
査
。
各
部

の
一
・
二
位
牛
に
よ
る
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
決
定
戦
で
は
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
星
野
淳
さ
ん
出
品

の
「
ス
タ
ー
フ
イ
ー
ル
ド
　
ヒ
ン
ペ

ル
　
ビ
ー
ナ
ス
　
ル
フ
イ
」（
３
部

１
等
１
席
）
が
、
シ
ニ
ア
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
林
満
治
さ
ん
出

品
の
「
フ
オ
レ
ス
ト
　
カ
ス
ミ
ビ
ユ

ー
　
ス
ト
ー
マ
チ
ッ
ク
Ｅ
Ｔ
（
10
部

１
等
１
席
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
同
会
場
で
は
和
牛
生
産
振

興
会
主
催
に
よ
る
第
四
回
和
牛
共
進

会
も
開
か
れ
、
二
十
三
頭
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。 

林さん初のグランドチャンピオン 林さん初のグランドチャンピオン 林さん初のグランドチャンピオン 
ジュニアは星野さん、北村さんが4クラスでV

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

　
　
　
　
　（
3
部
1
等
1
席
） 

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

　
　
　
　
　（
5
部
1
等
1
席
） 

シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

　
　
　
　
　（
10
部
1
等
1
席
） 

シ
ニ
ア
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

　
　
　
　
　（
9
部
1
等
1
席
） 
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スターフイールド　ヒンペル　ビーナス　ルフイ
父：ダーハム　　星野　淳

フオレスト　カスミビユー　ストーマチツク　ET
父：ストーマチツク　　林　満治

HEF ハート　プリジエース
父：ジエスロ　　ハイエストファーム

メモリー　マリオ　ストリートET
父：ストーマチツク　　北村　篤



林さん初のグランドチャンピオン 林さん初のグランドチャンピオン 

ＨＥＦ　マツク　オルカーン 

ノーズヒル　プリツツ　チヤーリー 

メルテイリツジ　セリナ　ルーエラ 

サンハイ　アイデアス　ウインチエス　ブレイク 

メルテイリツジ　ゴールドウイン　トミー 

ヒルタビユー　パステル　シヨルダー 

スターフイールド　ヒンペル　ビーナス　ルフイ 

メモリー　マリオ　Ｓ　コレクシヨン 

フオレスト　セニヨリータ　ロイ 

メモリー　レークハースト　モーフレツド 

ＨＥＦ　マツク　プレツツエル　ＥＴ 

ラツキーフアーム　デビユー　ジヨーダン　アラン　フタゴ 

ＨＥＦ　ハート　プリジエース　 

フオレスト　エルトンダー　ストーム 

ラツキーフアーム　アデイダス　チヤンピオン　レイダー 

ゴールドクレスト　トリプルリー　ジエスロ　リーン 

ガバネス　メロデイー　ストーム 

ＳＳＦ　ＳＤ　ダンデイーン 

メモリー　ジヤーランチエ　エル 

メルテイリツジ　ベルパス　チヤンプ　ミツキー　フタゴ 

ノーズヒル　スリースリー　ジヤーナリー 

メモリー　レクサス　ヘザー　セプ 

サンハイ　コピア　ダーハム　クリス 

メモリー　マリオ　ストリート　ＥＴ 

スターフイールド　ヒンペル　テイフアニー　カレン 

ブルームーン　アーリー　ボストン 

フオレスト　カスミビユー　ストーマチツク　ＥＴ 

フオレスト　セシリア　ジヨーダン 

スターフイールド　ヒンペル　クオリス　ブルー 

メルテイリツジ　ロジヤー　ルンド 

 

１ 

２ 

３ 

１ 

２ 

３ 

１ 

２ 

３ 

１ 

２ 

３ 

１ 

２ 

３ 

１ 

２ 

３ 

１ 

２ 

３ 

１ 

２ 

１ 

２ 

３ 

１ 

２ 

１ 

２ 

 

ハイエストファーム 

佐 藤 広 光 

本 田 正 志 

サンハイファーム 

本 田 正 志 

蛭 田 健 太 郎 

星 野 　 淳 

北 村 　 篤 

林 　 満 治 

北 村 　 篤 

ハイエストファーム 

漆 原 俊 之 

ハイエストファーム 

林 　 満 治 

漆 原 俊 之 

高 橋 顕 吾 

影 山 ファ ー ム 

須 崎 智 裕 

北 村 　 篤 

本 田 正 志 

佐 藤 広 光 

北 村 　 篤 

サンハイファーム 

北 村 　 篤 

星 野 　 淳 

永 利 嘉 成 

林 　 満 治 

林 　 満 治 

星 野 　 淳 

本 田 正 志 

１
　
部 

２
　
部 

３
　
部 

４
　
部 
５
　
部 

６
　
部 

７
　
部 

８
部 

９
　
部 

10
部 

11
部 

部 序列 名　　　　　　　　　号 出　品　者 

各部の上位入賞 
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第４部　
メモリー　レークハースト　モーフレツド

父：モーテイー　　北村　篤

第２部
サンハイ　アイデアス　ウインチエス　ブレイク
父：ゴールドウイン　　サンハイファーム

第１部
HEF マツク　オルカーン

父：ジヨーダン　　ハイエストファーム

第８部　
メモリー　レクサス　ヘザー　セプ
父：S.ストーム　　北村　篤

第７部　
メモリー　ジヤーランチエ　エル
父：ダーハム　　北村　篤

第６部　
ゴールドクレスト　トリプルリー　ジエスロ　リーン

父：ジエスロ　　高橋顕吾

第11部　
スターフイールド　ヒンペル　クオリス　ブルー

父：アウトサイド　　星野　淳

デーリークイーンの
佐藤愛里さん

審査中の福屋茂生氏

リードマンでも大活躍の北村かおりさん



1 

2 

3 

1 

2 

3 

1 

2 

3 

1 

2 

3 

 

1　部 

去　　　勢 

 

2　部 

若雌～12ヶ月 

 

3　部 

若雌12ヶ月～ 

 

4　部 

繁殖素経産 

 

茂金勝 

安国622 

勝平 

ひろこ 

さかなな 

かれん 

いとひめ 

くらら 

いとべにこ 

ふみ 

よしふく 

たかみ 

重勝栄 

安茂勝 

平茂勝 

平茂勝 

安茂勝 

百合茂 

平茂勝 

平茂勝 

茂重波 

安平 

金幸 

北国７の８ 

よしふく 

いとくにこ 

ひらり 

はまこ 

かねなな 

ふみ 

いとしず 

ひらり 

いとふじ８ 

いとひめ 

よしこ 

たかいち 

金幸・平茂勝 

北国７の８・賢深 

紋次郎・景藤 

金幸・神高福 

金鶴・北国７の８ 

安平・隆桜 

糸晴波・美津福 

紋次郎・景藤 

第７糸桜・大雄 

隆桜・糸秀 

平茂勝・神高福 

賢深・糸光 

小 田 正 美  

佐 藤 勝 夫  

佐久間　孝　市 

漆 原 　 功  

坂 地 定 義  

漆 原 　 功  

二 瓶 裕 貴  

中 標 津 農 高  

高 橋 欣 司  

漆 原 　 功  

小 田 正 美  

宇賀神　道　夫 

部 序列 名  号 父 母 祖父・曽祖父 出　品　者 

第４回和牛共進会の成績　　　　上舘伸幸 審査員（根室農業改良普及センター・主任普及指導員） 

4

第4部　
繁殖素牛経産の部1位

ふみ　　父：安平　　漆原　功

第4回 和牛共進会

台頭してきたヤングパワー

６部の影山洋平さん（影山ファーム）
農高出品牛をリードする水口昌美さん

ジュニアチャンピオンに輝いたルフイ号と
星野輝子さんとリードマンの須崎さん

1部1席の二瓶瑞江さん
（ハイエストファーム）

10部では夫婦で首位争いの林理恵子さん ３部の百崎一希さん（左）と本田拓也さん

リード“ウーマン”も
増えました



計根別乳牛改良連合会 

白 通

第25回　本別地区乳牛共進会 5月30日開催　46頭出品 菊池正明 審査員（ジェネティクス北海道道東事業所） 

○シニアグランドチャンピオン 
　フオレスト　セシリア　ジョーダン（林　満治）　2連覇達成 
○ジュニアグランドチャンピオン 
　メモリー　マリオ　Ｓ　コレクション（北村　篤） 
○シニアリザーブチャンピオン 
　メモリー　レクサス　ヘザー　セプ（北村　篤） 
○ジュニアリザーブチャンピオン 
　フオレスト　セニョリータ　ロイ（林　満治） 

第62回 養老牛地区乳牛品評会 
6月2日開催　25頭出品（ジュニアクラスのみ） 
佐々木 完 審査員（農協酪農課） 

○グランドチャンピオン 
　サンハイ　アイデアス　ウインチエス　ブレイク 
　　　　　　　　　　　　　（サンハイファーム） 
○リザーブチャンピオン 
　サンハイ　スーパー　ブリユワー　ベイブ 
　　　　　　　　　　　　　（サンハイファーム） 

第7回 東部地区乳牛共進会 
6月3日開催　33頭出品（ジュニアクラスのみ） 
小林英聡 審査員（ジェネティクス北海道道東事業所） 

○グランドチャンピオン 
　メルテイリツジ　ゴールドウイン　トミー 
　　　　　　　　　　　　　　　　　（本田正志） 
○リザーブチャンピオン 
　スターフイールド　ヒンペル　ビーナス 
　　　　　　　　　　　　　　　　　（星野　淳） 

東
部
地
区
同
志
会
講
習
会 

　
東
部
地
区
同
志
会
（
漆
原
俊
之
会
長
）

は
六
月
十
日
、
乳
牛
の
疾
病
（
ネ
オ
ス

ポ
ラ
症
）
と
繁
殖
管
理
を
学
ぶ
講
習
会

を
計
根
別
青
年
会
館
で
開
き
、
会
員
な

ど
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
講
習
で
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
計
根
別
診

療
所
の
佐
久
間
獣
医
師
と
梅
沢
獣
医
師

が
「
ネ
オ
ス
ポ
ラ
症
イ
コ
ー
ル
流
産
と

は
言
え
な
い
が
、
流
産
し
た
ら
疑
い
が

持
た
れ
る
」
と
説
明
。
会
員
か
ら
は
「
予

防
法
は
？
　
本
牛
を
淘
汰
し
た
ほ
う
が
良
い
か
？
」
と
の
質
問
に

「
予
防
法
と
し
て
、
飼
い
犬
を
つ
な
ぐ
。
キ
ツ
ネ
を
出
入
り
さ
せ

な
い
。
感
染
牛
は
生
後
２
ヶ
月
ま
で
に
神
経
症
状
や
成
長
不
良
を

呈
す
る
こ
と
か
ら
、
淘
汰
対
象
と
し
た
ほ
う
が
良
い
」
と
の
助
言

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
繁
殖
管
理
の
講
義
で
は
担
当
授
精
師
が
『
生
産
者
の
た

め
の
牛
の
繁
殖
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
使
っ
て
基
本
技
術
を
説
明
。

「
微
弱
発
情
が
多
く
な
っ
て
き
て
い

る
現
状
で
の
授
精
適
期
は
？
」
と
の

質
問
に
は
「
発
情
徴
候
が
あ
っ
た
時

点
で
の
授
精
も
一
考
で
は
」
と
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
の
現

状
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
を

す
る
な
ど
、
相
互
の
技
術
向
上
に
も

つ
な
が
り
ま
し
た
。 

5

2連覇を果たしたセシリア
ジョーダン号

ジュニアチャンピオンの
Sコレクシヨン号

養
老
牛
地
区
の
審
査
風
景

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の

ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
　
ト
ミ
ー
号



年部　　　版 

　
計
根
別
中
学
校
の

企
業
体
験
実
習
が
六

月
二
十
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
本
年
度
は
生
徒
の

希
望
も
あ
り
、
酪
農

家
で
の
実
習
も
行
な

わ
れ
、
工
藤
晃
樹
君

と
喜
來
な
つ
み
さ
ん

（
い
ず
れ
も
一
年

生
）
の
二
名
が
、
当

青
年
部
の
久
保
拡
伸

君
の
農
場
で
実
習
し

ま
し
た
。 

　
一
日
だ
け
の
短
い
日
程
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
牛
を
洗
っ
た
り

牛
舎
の
清
掃
を
行
な
っ
た
り
と
、
日
常
作
業
の
一
部
を
体
験
し
ま

し
た
。 

　
な
つ
み
さ
ん
は
「
喉

を
撫
で
た
ら
首
を
伸

ば
し
て
気
持
ち
良
さ

そ
う
だ
っ
た
。
牛
っ

て
可
愛
い
ね
」
と
話
し
、

晃
樹
君
は
後
日
に
搾

乳
の
手
伝
い
も
体
験

し
た
そ
う
で
す
。 

　
お
昼
に
は
焼
肉
を

ご
馳
走
に
な
り
、
二

人
の
短
い
実
習
は
終

了
し
ま
し
た
。
本
当

に
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

6

お顔をゴシゴシ！なつみさん

真剣な眼差しの晃樹君



家族サービス、行楽シーズン！ 
　　後部座席シートベルト着用！ 
　　　　安全運転を心掛けましょう！ 

　
”地

域
貢
献
と
交
通
安
全

“
を

今
年
度
の
大
き
な
取
り
組
み
に

掲
げ
る
当
青
年
部
は
六
月
九
日
、

交
通
事
故
を
少
し
で
も
減
ら
そ

う
と
「
青
年
活
動
の
日
」
と
し
て
、

各
支
部
一
斉
に
交
差
点
周
辺
の

草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。 

　
活
動
は
、
各
支
部
が
事
前
に

「
地
域
内
で
交
通
量
が
多
く
、

危
険
だ
と
思
う
交
差
点
」
を
選

定
し
、
そ
こ
の
見
通
し
を
良
く

し
て
事
故
防
止
に
つ
な
げ
よ
う

と
い
う
も
の
。 

　
部
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
か

ら
刈
払
い
機
や
竹
ボ
ウ
キ
を
持

ち
寄
り
、
額
に
汗
し
な
が
ら
作

業
を
行
い
ま
し
た
。 

　
大
成
と
計
根
別
の
両
支
部
で
は
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
立
ち
木
を
伐

採
し
て
見
通
し
を
良
く
す
る
な
ど
、

心
か
ら
の
交
通
事
故
撲
滅
を
祈

願
し
た
活
動
と
な
り
ま
し
た
。 
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上標津支部　本村さん前交差点

養老牛支部　52線北20号交差点

大成支部　伊藤養鶏場前交差点

計根別支部　52線北10号交差点

西竹支部　粂川さん前交差点

本別支部　本別会館前交差点



　
計
根
別
小
学
校
三
年
の
漆
原

陸
君
（
八
歳
）
は
こ
の
ほ
ど
、

第
二
回
い
の
ち
と
献
血
俳
句
コ

ン
テ
ス
ト
（
日
本
赤
十
字
社
主

催
）
の
低
学
年
の
部
で
入
選
。

七
月
一
日
に
中
標
津
町
役
場
で

清
原
哲
雄
副
町
長
か
ら
賞
状
を

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 

　
入
選
作
品
は
「
は
る
や
す
み

　
と
ら
く
た
ぁ
で
　
け
ん
け
つ

へ
」
。 

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
献
血
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
全

国
か
ら
募
集
し
、
同
小
学
校
で

は
二
年
（
昨
年
度
）
の
授
業
で

取
り
組
ん
だ
も
の
。
小
学
生
四

万
三
千
五
百
人
か
ら
応
募
が
あ

り
、
低
学
年
は
全
国
で
三
十
三

件
が
選
ば
れ
、
道
内
か
ら
は
唯

一
入
選
し
ま
し
た
。 

　
陸
君
は
授
業
で
十
ほ
ど
の
句

を
考
え
応
募
し
た
と
の
こ
と
。

「
ト
ラ
ク
タ
ー
が
大
好
き
。
大

人
に
な
っ
た
ら
献
血
に
協
力
し

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

（
北
海
道
新
聞
の
記
事
を
参
考

と
し
ま
し
た
） 

計根別中の生徒が生活店舗などで体験学習 計根別中の生徒が生活店舗などで体験学習 

　
計
根
別
中
の
一
年
生
六
人
が
六
月
二
十
日
に
当
農

協
の
エ
ー
コ
ー
プ
店
と
給
油
所
、
上
標
津
の
久
保
伸

一
牧
場
で
職
場
体
験
学
習
を
行
な
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
学
習
は
同
校
の
「
総
合
的
な
学
習
」
の
一
環

と
し
て
実
施
。
各
自
が
興
味
あ
る
職
業
に
つ
い
て
事

前
調
査
し
、
実
際
の
体
験
を
通
し
て
マ
ナ
ー
や
働
く

目
的
や
意
義
を
学
び
、
将
来
に
生
か
し
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
。
一
年
生
は
計
根
別
地
区
、
二
年
生
は
中

標
津
地
区
で
行
な
わ
れ
ま
す
。 

　
当
日
は
、
エ
ー
コ
ー
プ
店
で
株
田
智
章
君
と
影
山

佳
奈
子
さ
ん
が
品
出
し
や
レ
ジ
コ
ー
ナ

ー
で
の
袋
詰
め
を
、
給
油
所
で
は
町
田

将
也
君
と
飯
塚
咲
希
さ
ん
が
車
の
窓
拭

き
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、
工

藤
晃
樹
君
と
喜
来
な
つ
み
さ
ん
は
久
保

牧
場
で
牛
の
世
話
を
手
伝
い
ま
し
た
。 

　
飯
塚
さ
ん
は
「
楽
し
く
て
時
間
が
経

つ
の
が
早
か
っ
た
け
れ
ど
、
仕
事
の
大

変
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
」
と
充
実
し
た

表
情
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
　 

※
酪
農
体
験
に
つ
い
て
は
「
青
年
部
瓦

版
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 
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賞状が濡れないように
大事そうに掲げる陸君

飲料売り場で商品を並べながら
「働くことの大変さがわかりました」

と話す株田君

「仕事は楽しいけど緊張します」と
商品を袋詰めする影山さん

ワイパーの汚れを取りながら
「働くことはすごく大変です」と

話す町田君

「楽しくて時間が経つのが早かったけど大変
さがわかりました」と車の窓を拭く飯塚さん



計根別中の生徒が生活店舗などで体験学習 

　
本
年
度
の
新
採
用
職
員
七
人
は
、
今
月
初
め
に
そ

れ
ぞ
れ
一
週
間
に
わ
た
り
組
合
員
さ
ん
宅
で
酪
農
実

習
を
行
な
い
ま
し
た
。 

　
酪
農
家
の
仕
事
と
生
活
を
知
っ
て
、
今
後
の
仕
事

に
活
か
し
て
い
こ
う
と
、
第
一
班
が
六
月
三
十
日
〜

七
月
六
日
に
須
崎
智
さ
ん
、
高
橋
顕
吾
さ
ん
、
宍
戸

浩
一
さ
ん
宅
で
実
施
。
第
二
班
が
七
月
七
日
〜
十
三

日
ま
で
西
塚
秀
夫
さ
ん
、
倉
田
勇
さ
ん
、
ケ
ネ
カ
ラ

ン
ド
さ
ん
、
相
澤
温
さ
ん
宅
で
実
習
し
ま
し
た
。 

　
今
年
度
の
職
員
も
農
家
以
外
か
ら
の
出
身
者
が
多

い
こ
と
か
ら
、
こ
の
実
習
を
通
し
て
得
た
も
の
は
大

き
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

　
受
け
入
れ
農
家
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。 

酪農体験を今後の仕事に活かすために… 

農協の新人職員も農家実習 
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「酪農家は毎日休みなく仕事を続けていることがすごい！と
思います」と哺乳準備をする渡辺おり絵係（須崎智牧場で）

「分娩時の子牛の死亡に立ち会って、
生き物を扱う難しさを知りました」
とエサ押し作業中の北川未来係

（高橋顕吾牧場で）

「酪農家のことは知ってるようで知ら
ないことが多く、この経験を今後の
仕事に活かして行きたいです」と
牛舎清掃を行なう佐藤愛里係
（宍戸浩一牧場で）

「酪農家は仕事が多く大変さがわかりました。
今後も組合員さんに協力していきたいです」と
乳検作業を手伝う高橋久美子係（西塚牧場で）

「分娩を見てビックリ！そして感動しました。農家の
大変さも分かり、今後に役立てたいです」と
乳房清拭中の羽田依世係（倉田牧場で）

「（実家とは違い）大規模で管理体制も良く勉強になり
ました」と搾乳作業中の吉田和広係（ケネカランドで）

「牛の観察法などに感心しました。このお宅の
繁殖成績良好の理由を裏から見られた感じです」
と乾草を分ける片岡美幸係（相澤温牧場で）



一
、
協
同
組
合
の
誕
生 

　
経
済
的
弱
者
で
あ
る
労
働
者
階
級
が
、

力
を
合
わ
せ
て
資
本
者
階
級
に
対
抗
す

る
た
め
に
組
織
し
ま
し
た
。 

◎
イ
ギ
リ
ス
で
… 

　
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
公
正
先
駆
者
組
合

【
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
（
協
同
組

合
の
父
）
の
思
想
が
生
か
さ
れ
た
労
働 

者
の
生
活
協
同
組
合
】 

※
「
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
原
則
」
は
現
在
の

協
同
組
合
原
則
の
基
礎
。 

◎
ド
イ
ツ
で
…
　
　 

　
高
利
貸
に
対
抗
す
る
た
め
の
信
用
組

合
が
発
展 

「
一
人
は
万
人
の
た
め
に
、
万
人
は
一

人
の
た
め
に
」
（
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
に

よ
る
思
想
） 

◎
日
本
で
…
　
　
　 

　
二
宮
尊
徳
の
「
報
徳
社
」
＝
農
民
の

積
立
に
よ
る
相
互
救
済
的
金
融 

二
、
協
同
組
合
の
理
念 

◎
定
義 

　
協
同
組
合
は
人
々
が
自
主
的
に
結
び

つ
い
た
自
立
の
組
織
で
す
。
ま
た
、
組

合
員
が
協
同
で
所
有
し
民
主
的
に
管
理

す
る
事
業
体
を
通
じ
て
組
合
員
共
通
の

経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
な
ニ
ー
ズ

を
満
た
す
組
織
で
す
。 

◎
価
値 

　
協
同
組
合
が
大
切
に
し
て
き
た
基
本

理
念
と
し
て
自
助
・
自
己
責
任
・
民
主

主
義
・
平
等
・
公
正
・
連
帯
が
あ
げ
ら

れ
、
倫
理
的
価
値
観
と
し
て
正
直
・
公

開
・
社
会
的
責
任
・
他
者
へ
の
配
慮
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

三
、
Ｊ
Ａ
と
日
本
の
農
協
の
特
色 

　
農
業
協
同
組
合
＝
農
協 

　
　
愛
称
「
Ｊ
Ａ
」
（
平
成
四
年
〜
） 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
（
ジ
ャ
パ
ン
＝
日
本
） 

Ａ
ｇ
ｒ
ｉ
ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｌ 

（
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ラ
ル
＝
農
業
の
） 

Ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
ｓ 

（
コ
ー
ポ
レ
イ
テ
ィ
ブ
ス
＝
協
同
組
合
） 

☆
農
協
は
組
合
員
さ
ん
の
も
の
で
す
。

　
愛
称
は
「
Ｊ
Ａ
」
で
は
な
く
正
確

に
は
「
Ｊ

Ａ
Ｃ
」
か

も
知
れ
ま

せ
ん
ね
!? 

 

　
六
月
七
日
、
西
春
別

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
緑

会
の
健
康
研
修
会
を
行

い
会
員
六
名
が
参
加
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と
温
泉

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
当
日
は
朝
か
ら
曇
で

し
た
が
、
プ
レ
イ
を
始

め
た
頃
か
ら
次
第
に
晴

れ
、
気
分
も
上
々
に
。

ボ
ー
ル
が
な
か
な
か
自

分
の
思
っ
た
方
向
に
行

か
ず
苦
労
し
て
る
人
や
、

上
手
く
狙
う
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。 

　
自
分
の
打
つ
番
が
回
っ
て
く
る
間
に
は
「
外
に
出
て
体
を

動
か
し
て
汗
を
掻
く
と
気
持
ち
い
い
ね
」
な
ど
の
声
も
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。 

　
結
果
は
、
一
位
は
田
中
繁
子
さ
ん
、
二
位
は
小
林
誉
子
さ
ん
、

三
位
に
は
佐
藤
昭
子
さ
ん

と
西
崎
美
智
枝
さ
ん
で
し

た
。 

　
沢
山
の
汗
を
掻
い
た
後

は
西
春
別
ク
ロ
ー
バ
ー
ハ

ウ
ス
で
ゆ
っ
く
り
温
泉
に

浸
か
り
、
食
事
を
取
り
な

が
ら
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
感

想
な
ど
を
話
す
な
ど
、
そ

の
日
の
疲
れ
を
癒
し
て
い

ま
し
た
。 
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第2回講習会で平野講師（ＪＡ中央会）

カップを狙う佐藤昭子さん。周りのみんなも見守ります

１打目、どこまで飛ばすか勝負！



農高 

農業クラブ東北海道大会で優秀賞 
　
中
標
津
農
高
の
太
田

麗
史
君
（
二
年
、
養
老

牛
）
は
六
月
二
十
四
日
、

帯
広
市
で
開
か
れ
た
第

三
十
八
回
東
北
海
道
農

業
ク
ラ
ブ
連
盟
意
見
発

表
大
会
で
優
秀
賞
を
受

賞
。
八
月
に
富
良
野
市

で
開
か
れ
る
全
道
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
太
田
君
は
、
テ
ー
マ
ご
と
に
三
区
分
し
た
う
ち
の

環
境
部
門
で
発
表
。
八
題
中
の
二
位
と
な
り
優
秀
賞

に
輝
き
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
割
り
箸
か
ら
世
界
を

見
て
環
境
を
考
え
る
」。
内
容
は
、
元
々
間
伐
材
を

原
料
と
す
る
割
り
箸
だ
が
、
近
年
で
は
低
コ
ス
ト
の

輸
入
材
に
押
さ
れ
、
国
内
で
は
間
伐
さ
れ
ず
に
放
置

さ
れ
る
森
林
が
増
加
。
一
方
で
は
海
外
の
過
剰
伐
採
で
、

現
地
で
の
洪
水
被
害
が
絶
え
な
い
。
間
伐
は
木
の
成

長
を
促
し
森
林
を
活
性
化
す
る
こ
と
か
ら
、
環
境
保

全
に
つ
な
が
る
。
現
在
無
償
で
提
供
さ
れ
て
い
る
割

り
箸
の
有
料
化
等
も
検
討
す
る
な
ど
、
割
り
箸
の
あ

り
方
に
つ
い
で
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
も
の
。 

太
田
君
は
「
誰
も
が
使
う
割
り
箸
。
一
人
で
も
多
く
の
人

が
環
境
に
つ
い
て
考
え

て
も
ら
う
き
っ
か
け
に

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

聴
く
人
に
訴
え
て
い
き

た
い
」
と
全
道
大
会
へ

の
意
気
込
み
を
語
っ
て

い
ま
す
。 

 

　
六
月
十
日
〜
二
十
日
に
か
け
、

三
年
生
の
清
水
ち
ひ
ろ
さ
ん
が

当
農
協
の
Ａ
コ
ー
プ
と
給
油
所

で
職
場
体
験
。
持
ち
前
の
明
る

さ
で
接
客
し
、
テ
キ
パ
キ
と
仕

事
を
こ
な
し
ま
し
た
。 

　
五
月
に
開
校
し
た
今
年
度
の
「
計
根
別

食
育
学
校
」。
六
月
十
三
日
に
は
計
根
別
小

の
四
年
生
十
四
人
が
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

分
会
の
二
年
生
の
指
導
で
カ
ボ
チ
ャ
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
の
定
植

と
ニ
ン
ジ
ン
の
直

播
き
を
行
な
い
ま

し
た
。
カ
ボ
チ
ャ

と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

は
開
校
時
に
播
種

し
、
温
室
で
育
て

て
き
た
も
の
。 

　
小
学
生
は
今
後

も
除
草
や
間
引

き
な
ど
を
行
な

い
な
が
ら
、
観

察
を
続
け
て
い

き
ま
す
。 

　
ま
た
、
「
食

育
」
の
一
環
と

し
て
酪
農
体
験

も
受
け
入
れ
る

同
校
。
六
月
十

一
日
に
は
中
標
津
市
街
の
親
子
三
人
を
受

け
入
れ
し
、
搾
乳
や
牛
の
世
話
な
ど
を
教

え
ま
し
た
。 
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温室から圃場までみんなで運搬

優秀賞を授与される太田君

農高から出場の水口さん、
佐藤さんと共に（左から）

農
協
職
員
も
受
講
し
て
い
ま
す

牛の調教でニッコリ

トウモロコシの定植で

酪農体験、初めての搾乳体験です



根室農業改良普及センター 

北根室支所 

272-2163

　いよいよ夏本番です。今年の乳牛における暑熱ストレスはすでに６月から始まっていたように思われま

す。暑い日（気温が25度近くの日）には明らかに牛の呼吸が多くなっていましたし、農場によっては若干

乳量の低下も見られました。搾乳牛の生理から、環境温度が24度以上になると採食量にも影響を及ぼすこ

とがわかっています。 

　今年も暑熱ストレス軽減策を打ち、しっかり発情をみつけたいものです。 
 
（1）今からできる夏対策 

【換気】 

①牛舎内の換気を徹底的に行う。 

②日差しが直接牛体に当たらないよう日よけ・逃げ場

を作る。 

【飲水】 

①いつでも新鮮な水を十分に飲める環境を作る 

　夏場だけでも臨時水槽は有効です。（写真１） 

②水槽の掃除・水量の確保。 

【飼料給与】 

①飼料給与回数を増やす。比較的気温が低いときに給

与するのが効果的。 

②粗飼料は嗜好性が良く、高品質で消化性の良いものをあたえ採食量低下をおさえます。 
 

（2）発情発見する現場工夫例 
　発情観察は毎日の大切な仕事とはいえ、暑くなってくると人間も集中力が欠けてきます。ここではお金

をかけずに発情発見を効率よく行っている事例を一部紹介します。 

【観察時間の効率化】 

①観察しなくてはいけない牛（空胎牛）に目印をして観察

する牛を絞り込む。（写真２） 

②発情が来そうな牛を事前チェック。　　 

　若牛で牛群全体が寝ている時間帯に歩き回る牛は発情の

可能性があるため、朝５～６時頃に１回見回る。　　 

【記録・対応の後回し防止対策】 

①タイヤショベルに双眼鏡を置いて、仕事中に発情をみつ

けたらすぐ耳標を確認。 

②メモ・サインペンの用意　搾乳中は長靴にも書く。 

③携帯電話に発情牛番号をメモする習慣をつける。 

④自分が作業中の場合、近くにいる人にとりあえず伝える。 

【発情発見そのものを楽しむ】 

①掲示板の活用と発見者の記入。 

②従業員が発情を間違って報告しても怒らない。（担当者の育成） 

③たくさんの目で見る。家族・訪問者も発見者の一人として活用。 

（写真１）FSで夏季に増設された水槽。 

（写真２）分娩後カラーヒモを首にかけ 
空胎の目印にする。 
（未授精牛だけをチェックするため、妊 
鑑で受胎を確認したらヒモをはずす。） 
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きりとり線 

き
り
と
り
線 
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住　所 

ご意見をお寄せ下さい。（季節の便りなど何でもけっこうです） 

氏　名 

ＴＥＬ 

答え 

きりとり線 

き
り
と
り
線

き
り
と
り
線 

きりとり線 

き
り
と
り
線 

抽選の結果下記の方が当選いたしました。 
プレゼントを組織広報係でお受け取り下さい。 

ゼイキン 

工藤　克子さん　影山　玉子さん　金野　風子さん 
太田　輝幸さん　加部　絢子さん 

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを 
　さしあげます。なお、正解者多数の場合 
　は抽選とさせていただきます。 
《応募方法》左下の点線の部分を事務所内

（販売機横）の投書箱へ。または、組織
広報係までＦＡＸ（78-2556）お願いし
ます。 
《締め切り》平成18年８月15日まで 
　当選者の発表は「けねべつ」９月号誌上 

1

9

10 1211

2

7 8

6

17 18

161513 14

19 20

21 22 23 24

2625

3 54

C

D

BA

　
一
番
草
収
穫
も
ほ
ぼ
終
了
し
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
は
ホ
ッ
と
一
息
と
い
う
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
収
穫
前
半
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、

高
品
質
な
サ
イ
レ
ー
ジ
の
出
来
上
が
り
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。 

　
さ
て
、「
全
国
一
斉
休
漁
」
と
し
て
七
月
十
五
日
、
全
国
で
二
十
万
隻
の
漁
船

が
操
業
を
中
止
し
、
道
内
で
も
一
万
四
千
二
百
隻
、
約
二
万
人
が
出
漁
を
取
り
や

め
ま
し
た
。（
道
新
よ
り
）
現
在
、
全
国
の
酪
農
家
戸
数
は
二
万
千
七
百
九
十
戸
、

道
内
で
は
七
千
二
百
八
十
五
戸
（
二
十
年
四
月
、
中
央
酪
農
家
意
義
調
べ
）
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
、
休
漁
し
た
数
の
多
さ
が
わ
か
り
ま
す
。
石
油
燃
料
や
石
油
製
品

の
値
上
げ
に
よ
る
資
材
の
高
騰
に
苦
心
す
る
同
じ
第
一
次
産
業
の
仲
間
と
し
て
、

見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
漁
業
者
の
訴
え
で
し
た
。 
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組
合
長
の
公
務
に
よ
り
モ
ー
の
眼
差
し
は
お
休
み
し
ま
す
。 

　栃木県の那須拓陽高校と矢板高校の生徒による酪農実習

が７月16日から始まりました。期間は約２週間。今年の生

徒数は両校合わせて24人です。 

　受け入れ式では富田参事が「皆さんは社会人になるため

に必要な人間力を高めようと実習を希望されたことと思い

ます。この実習で協調性と計根別の生活習慣を学んで下さ

い」とあいさつ。また、生徒代表の清水緒美さんは「休日

や放課後を利用して搾乳作業の練習をしてきました。現場

でどこまで出来るのかとても心配ですが、一生懸命がんば

ります」と受け入れ農家の方々にあいさつしました。 

　この実習は、昭和38年に矢板高校生を受け入れたことが

はじまり。今年で45年目を迎えた歴史あるものです。 

〝
〟 

250号記念号 


